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―
―
コ
ー
ド
標
準
化
へ
の
直

近
の
取
り
組
み

　

フ
ァ
イ
ネ
ッ
ト
で
は
、
酒

類
・
加
工
食
品
業
界
に
お
け
る

企
業
間
情
報
交
換
の
標
準
化
に

よ
る
業
界
内
各
社
の
業
務
効
率

化
・
コ
ス
ト
削
減
を
目
指
し
、

フ
ァ
イ
ネ
ッ
ト
が
事
務
局
を
務

め
る
「
酒
類
・
加
工
食
品
業
界

標
準
化
推
進
会
議
（
メ
ー
カ
ー

22
社
、
卸
８
社
）」
や
外
部
会

議
体
で
の
活
動
を
通
じ
て
、
企

業
間
取
引
（
Ｅ
Ｄ
Ｉ
）
で
使
用

さ
れ
る
商
品
識
別
コ
ー
ド
や
企

業
識
別
（
取
引
先
）
コ
ー
ド
の

標
準
化
を
進
め
て
い
る
。

　

商
品
識
別
コ
ー
ド
に
つ
い

て
、
長
ら
く
、
酒
類
業
界
は
Ｓ

Ｄ
Ｐ
コ
ー
ド
（
７
ケ
タ
：
メ
ー

カ
ー
を
表
す
３
ケ
タ
＋
商
品
を

表
す
４
ケ
タ
）
を
、
加
工
食
品

業
界
は
Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド
を
活
用

す
る
こ
と
で
コ
ー
ド
の
標
準
化

を
目
指
し
て
き
た
が
、
Ｊ
Ａ
Ｎ

コ
ー
ド
に
つ
い
て
は
メ
ー
カ
ー

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
コ
ー
ド
（
メ
ー

カ
ー
管
理
単
位
）
と
１
対
１
の

関
係
に
な
ら
ず
、
商
品
を
一
意

に
特
定
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
普
及
促
進
の

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た

め
、
２
０
２
３
年
６
月
に
「
加

工
食
品
Ｅ
Ｄ
Ｉ
用
商
品
コ
ー
ド

検
討
部
会
（
メ
ー
カ
ー
８
社
、

卸
５
社
）」
を
立
ち
上
げ
、
商

品
の
最
小
管
理
単
位
に
近
い

コ
ー
ド
を
活
用
し
て
い
く
こ
と

を
念
頭
に
、
企
業
間
取
引
（
Ｅ

Ｄ
Ｉ
）
の
デ
ー
タ
種
ご
と
に
最

適
な
コ
ー
ド
を
検
討
し
、
受
発

注
デ
ー
タ
と
出
荷
案
内
デ
ー
タ

に
つ
い
て
は
集
合
包
装
用
商
品

コ
ー
ド
（
通
称
：
Ｉ
Ｔ
Ｆ
コ
ー

ド
）
を
活
用
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
検
討
部
会
メ
ン
バ
ー
に

つ
い
て
は
、
マ
ス
タ
整
備
や
シ

ス
テ
ム
改
修
等
の
準
備
を
経

て
、
順
次
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
コ
ー

ド
か
ら
標
準
コ
ー
ド
に
よ
る
運

用
に
切
り
替
え
て
い
く
。

　

ま
た
、企
業
識
別
（
取
引
先
）

コ
ー
ド
に
つ
い
て
、
統
一
取
引

先
コ
ー
ド
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
展

開
に
よ
る
統
一
取
引
先
コ
ー
ド

の
付
番
・
管
理
、
登
録
内
容
の

網
羅
性
、
鮮
度
、
精
度
向
上
へ

の
取
り
組
み
を
継
続
。
現
在
の

登
録
件
数
は
約
46
万
７
０
０
０

件
。新
規
、訂
正
、抹
消
を
含
め
、

ユ
ー
ザ
ー
よ
り
毎
年
２
万
件
強

の
登
録
申
請
を
受
け
て
い
る
。

さ
ら
に
統
一
取
引
先
コ
ー
ド
を

よ
り
正
確
に
、
よ
り
活
用
し
や

す
く
す
る
た
め
、「
統
一
取
引

先
コ
ー
ド
運
営
部
会
（
メ
ー

カ
ー
９
社
、
卸
６
社
）」
を
通

じ
て
、適
宜
、統
一
取
引
先
コ
ー

ド
付
番
ル
ー
ル
の
見
直
し
を
実

施
。
一
例
と
し
て
、
コ
ー
ド
登

録
申
請
の
際
に
申
請
不
備
の
多

い
屋
号
店
名
（
事
業
所
、
店
舗

名
）
の
申
請
ル
ー
ル
を
よ
り
明

確
化
し
た
。

　

―
―「
個
別
最
適
」か
ら「
全

体
最
適
」
へ

　

酒
類
・
加
工
食
品
業
界
に
限

ら
ず
、
日
本
全
体
の
課
題
と
し

て
人
手
不
足
の
問
題
が
深
刻
化

し
て
お
り
、
物
流
問
題
を
始
め

幅
広
い
業
務
分
野
に
お
い
て
人

手
不
足
が
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ

あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
業
務
課
題
へ
の

対
処
は
「
個
別
最
適
」
に
よ
り

解
決
を
目
指
す
ケ
ー
ス
が
多

か
っ
た
が
、
人
手
不
足
が
深
刻

化
す
る
に
つ
れ
て
、
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
問
題
解
決
の
た
め
に

多
く
の
リ
ソ
ー
ス

を
費
や
す
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
お

り
、
業
務
内
容
に

よ
っ
て
は
会
社
の

枠
を
超
え
た
対
応

が
必
要
に
な
っ
て

い
る
。

　

一
方
、「
全
体

最
適
」
は
、
業
界

全
体
・
社
会
全
体

で
最
適
な
状
態
を

目
指
す
も
の
。
各

企
業
（
業
界
）
が

統
一
・
標
準
化
さ

れ
た
指
標
を
定
め

る
こ
と
で
、
全
体

と
し
て
一
貫
し
た

取
り
組
み
が
行
え

る
。「
個
別
最
適
」

か
ら「
全
体
最
適
」

へ
進
む
た
め
に
は

各
企
業
の
意
識
改

革
は
も
ち
ろ
ん
、

業
務
プ
ロ
セ
ス
や

マ
ス
タ
デ
ー
タ
を

一
元
的
・
統
一
的

に
扱
え
る
よ
う
な

仕
組
み
が
必
要
と

な
る
。

　

酒
類
・
加
工
食
品
業
界
の「
全

体
最
適
」
を
考
え
る
と
、
標
準

化
さ
れ
た
商
品
識
別
コ
ー
ド
や

企
業
識
別
（
取
引
先
）
コ
ー
ド

を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
企
業
は

マ
ス
タ
デ
ー
タ
管
理
の
負
担
を

大
幅
に
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
取
引
先
ご
と
に
個
別
運
用

し
て
い
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
コ
ー

ド
や
マ
ス
タ
デ
ー
タ
の
運
用
管

理
は
複
雑
化
し
、
慢
性
的
な
人

材
不
足
が
続
く
中
で
、
属
人
的

な
シ
ス
テ
ム
運
用
を
今
後
も
続

　

人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
物
流
問
題
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
製
・
配
・
販
各
層
は
物

流
情
報
の
標
準
化
と
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
る
。
円
滑
な
デ
ー
タ
連
携
を
実
現
し
、
物
流

現
場
に
お
け
る
各
種
作
業
の
効
率
化
や
物
流
の
最
適
化
に
繋
げ
る
た
め
に
は
、〝
コ
ー
ド
の

標
準
化
〟が
不
可
欠
。
酒
類
・
加
工
食
品
業
界
の
情
報
系
の
共
有
イ
ン
フ
ラ
を
提
供
す
る
フ
ァ

イ
ネ
ッ
ト
の
大
村
勝
利
企
画
部
副
部
長
（
写
真
）
に
、
コ
ー
ド
の
標
準
化
に
関
す
る
直
近
の

取
り
組
み
を
聞
い
た
。

	

（
聞
き
手 

館
山 

力
）

業務効率化の取り組みは個別最適から全体最適へ業務効率化の取り組みは個別最適から全体最適へ業務効率化の取り組みは個別最適から全体最適へ

欠かせない〝コードの標準化〟

■商品識別コードにおける標準コードの利用状況
データ種 全体 酒類業界 加工食品業界

受発注 60% 92% 53%

出荷案内 37% 88% 26%

販売実績 32% 53% 27%

※2024年度　標準化推進会議メンバー内の調査から
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け
て
い
く
の
は
、
そ
れ
こ
そ
至

難
の
技
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

　

標
準
コ
ー
ド
を
利
用
す
れ

ば
、
そ
う
し
た
人
材
や
コ
ス
ト

の
負
担
が
な
く
な
る
。
標
準

コ
ー
ド
の
利
用
状
況
は
、
商
品

識
別
コ
ー
ド
の
場
合
、
酒
類
業

界
で
は
表
の
よ
う
に
標
準
コ
ー

ド
の
利
用
が
進
ん
で
い
る
一

方
、
加
工
食
品
業
界
は
こ
れ
か

ら
と
い
う
状
況
だ
。

　

―
―
業
界
が
抱
え
る
課
題
へ

の
対
応

　

物
流
問
題
へ
の
対
処
に
つ
い

て
は
、
経
済
産
業
省
お
よ
び
国

土
交
通
省
が
と
り
ま
と
め
た
２

０
４
０
年
を
目
標
と
し
た
物
流

の
あ
る
べ
き
将
来
像
「
フ
ィ
ジ

カ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
の
実

現
に
向
け
て
、
消
費
財
分
野
に

お
い
て
は
、
製
・
配
・
販
各
層

が
協
力
し
合
い
、
荷
主
や
物
流

業
者
間
で
や
り
と
り
さ
れ
る
物

流
情
報
の
標
準
化
お
よ
び
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
円

滑
な
デ
ー
タ
連
携
を
実
現
し
、

物
流
現
場
に
お
け
る
各
種
作
業

の
効
率
化
や
物
流
の
最
適
化

（
共
同
配
送
の
促
進
な
ど
）
に

繋
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
〝
コ
ー
ド
の
標

準
化
〟
は
、
物
流
情
報
の
広
範

囲
に
わ
た
る
デ
ー
タ
連
携
と
い

う
点
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な

要
素
と
な
っ
て
い
る
。

　

企
業
間
取
引
（
Ｅ
Ｄ
Ｉ
）
で

使
用
さ
れ
る
商
品
識
別
コ
ー
ド

や
企
業
識
別
（
取
引
先
）
コ
ー

ド
は
、
こ
れ
ま
で
は
取
引
の
当

事
者
間
に
て
最
適
な
内
容
で
整

備
さ
れ
れ
ば
問
題
な
く
運
用
で

き
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か

ら
は
よ
り
広
い
視
点
で
コ
ー
ド

の
運
用
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
業
界
全
体
が
一
丸
と

な
っ
て
〝
コ
ー
ド
の
標
準
化
〟

を
始
め
と
す
る
企
業
間
情
報
授

受
の
標
準
化
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
業
界
全
体
の
業
務
効
率
化

に
寄
与
し
、
最
終
的
に
は
業
界

各
社
の
利
益
に
反
映
さ
れ
る
。

　

こ
の
動
き
に
関
連
し
て
、

フ
ァ
イ
ネ
ッ
ト
で
は
、
業
界
に

お
け
る
代
表
的
な
取
り
組
み
課

題
で
あ
る
物
流
問
題
や
環
境
問

題
の
解
決
に
向
け
て
、
業
界
の

関
係
団
体
お
よ
び
関
係
省
庁
と

連
携
し
な
が
ら
、
物
流
情
報
の

円
滑
な
連
携
や
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
可
視
化
な
ど
を
テ
ー

マ
に
業
界
共
通
基
盤
（
デ
ー
タ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
で
の

サ
ー
ビ
ス
の
可
能
性
に
つ
い
て

検
討
。
フ
ァ
イ
ネ
ッ
ト
は
、
こ

う
し
た
業
界
の
課
題
解
決
に
向

け
て
「
標
準
化
推
進
活
動
を
通

じ
た
業
界
貢
献
」
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

カ
ゴ
メ
と
植
物
由
来
食
品
を

展
開
す
る
「
２
ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
」

を
手
掛
け
る
Ｔ
Ｗ
Ｏ
は
１
日
、

共
同
開
発
商
品
第
５
弾
・
プ
ラ

ン
ト
ベ
ー
ス
チ
ー
ズ
「
Ｅ
ｖ

ｅ
ｒ 

Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｓ
ｅ
」（
写
真

上
）
を
「
２
ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
」
都

内
２
店
舗
・
公
式
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
・
各
種
Ｅ
Ｃ
で
発
売

し
た
。

　
「
Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ 

Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｓ

ｅ
」
は
ま
る
で
チ
ー
ズ
の
よ
う

な
と
ろ
～
り
と
ろ

け
る
伸
び
や
濃
厚

な
味
わ
い
、
コ
ク

が
楽
し
め
る
の
が

特
徴
。
さ
ら
に
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

ゼ
ロ
で
、
一
般
的

な
チ
ー
ズ
と
比
較

し
て
カ
ロ
リ
ー
約

32
～
52
％
オ
フ
、

脂
質
約
62
～
71
％

オ
フ
を
実
現
し
て

い
る
。

　

一
般
的
に
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス

チ
ー
ズ
を
作
る
と
、
チ
ー
ズ
の

よ
う
な
伸
び
を
作
る
こ
と
は
難

し
い
が
、「
Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ 

Ｃ
ｈ
ｅ

ｅ
ｓ
ｅ
」
で
は
様
々
な
原
材
料

を
検
討
し
、
数
あ
る
中
か
ら
で

ん
ぷ
ん
を
選
定
。
で
ん
ぷ
ん
に

は
種
類
が
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら

と
他
原
材
料
と
の
組
み
合
わ
せ

を
何
度
も
試
し
、
数
百
種
類
の

配
合
パ
タ
ー
ン
か
ら
最
適
な
組

み
合
わ
せ
を
導
き
出
し
、
独
自

の
配
合
比
率
（
特
許
出
願
）
に

よ
っ
て
、
理
想
的
な
伸
び
を
作

り
出
し
た
。
内
容
量
５
０
０

ｇ
、
販
売
価
格
（
税
込
）
は
店

頭
１
６
０
０
円
、
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
１
８
０
０
円
（
送
料

別
）、
各
Ｅ
Ｃ
等
オ
ー
プ
ン
価

格
。

　

同
日
、
都
内
で
メ
デ
ィ
ア
向

け
新
商
品
説
明
・
先
行
試
食
会

が
開
催
さ
れ
（
同
下
）、
Ｔ
Ｗ

Ｏ
・
Ｒ
＆
Ｄ
チ
ー
ム
の
二
本
木

ち
ひ
ろ
氏
が
「『
Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ 

Ｃ

ｈ
ｅ
ｅ
ｓ
ｅ
』
は
２
年
半
の
開

発
期
間
を
経
て
完
成
。
①
と
ろ

～
り
と
ろ
け
る
理
想
的
な
伸
び

②
ま
る
で
チ
ー
ズ
の
よ
う
な
見

た
目
・
味
わ
い　

③
〝
オ
フ
〟

の
要
素
で
た
っ
ぷ
り
か
け
て
も

軽
や
か
―
―
と
い
う
３
つ
の
課

題
を
ク
リ
ア
し
、
理
想
の
お
い

し
さ
を
実
現
し
た
」
と
開
発
の

背
景
を
説
明
し
た
。

　

一
方
、
カ
ゴ
メ
の
開
発
担
当

者
で
あ
る
葛
原
大
士
氏
は
「
１

２
５
年
と
い
う
長
き
に
わ
た
り

野
菜
を
研
究
し
て
き
た
当
社
の

強
み
を
活
か
し
、
両
社
で

開
発
し
た
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー

ス
エ
ッ
グ
『
Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ 

Ｅ
ｇ
ｇ
』
で
は
野
菜
を
用

い
た
商
品
開
発
に
挑
戦
し

て
き
た
」
と
こ
れ
ま
で
の

経
緯
を
語
っ
た
。続
い
て
、

「
今
回
の
『
Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ 

Ｃ

ｈ
ｅ
ｅ
ｓ
ｅ
』
で
も
何
か

野
菜
を
使
っ
た
商
品
設
計

が
で
き
な
い
か
と
検
討
を

重
ね
、
原
材
料
に
人
参
を

使
う
こ
と
で
、
チ
ー
ズ
の
よ
う

な
鮮
や
か
な
色
味
を
実
現
し

た
。
ま
た
、
味
わ
い
の
こ
だ
わ

り
と
し
て
、
大
豆
飲
料
を
加
え

る
こ
と
で
チ
ー
ズ
の
コ
ク
や
味

に
厚
み
が
出
る
よ
う
に
調
整
し

た
」
と
開
発
の
ポ
イ
ン
ト
を
強

調
し
た
。

	

（
Ｋ
）

　

10
月
も
半
ば
だ
と
い
う
の

に
、
湿
度
の
高
い
日
が
多
い
と

思
う
。
未
だ
に
シ
ョ
ー
ト
パ
ン

ツ
に
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
１
枚
で
外
出

し
て
も
、
ク
ル
マ
で
行
っ
て
外

を
あ
ま
り
歩
か
な
い
昼
間
な
ら

問
題
が
な
い
の
も
異
常
だ
が
、

ム
シ
ム
シ
感
に
は
も
う
飽
き
た

▼
湿
気
の
多
い
日
は
革
靴
磨
き

も
一
苦
労
す
る
。
埃
を
ブ
ラ
シ

で
落
と
し
、
ク
リ
ー
ナ
ー
で
汚

れ
を
取
り
除
き
、
靴
ク
リ
ー
ム

を
塗
る
。
そ
の
後
、
余
分
な
ク

リ
ー
ム
を
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
、

艶
が
出
る
ま
で
布
で
磨
く
の
だ

が
、
こ
れ
を
湿
気
が
邪
魔
す
る

▼
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
重
い
し
、

磨
き
も
重
い
。
艶
も
イ
マ
イ

チ
、
仕
上
が
り
も
ツ
ル
っ
と
し

な
い
。
だ
か
ら
靴
磨
き
は
乾
燥

し
た
冬
の
日
が
好
き
だ
。
作
業

が
捗
る
の
で
自
然
と
磨
く
靴
の

数
も
増
え
る
。
夏
よ
り
も
冬
の

方
が
靴
の
輝
き
も
良
い
と
思
う

▼
た
だ
、
靴
磨
き
後
の
楽
し
み

は
、断
然
夏
に
軍
配
が
上
が
る
。

そ
れ
は
、
か
い
た
汗
を
シ
ャ

ワ
ー
で
流
し
た
後
の
ビ
ー
ル
に

他
な
ら
な
い
。
靴
磨
き
に
手
間

取
っ
た
分
、
そ
の
美
味
し
さ
と

喜
び
も
ひ
と
し
お
。
こ
れ
か
ら

は
靴
磨
き
が
楽
な
分
、
楽
し
み

が
一
つ
減
る
こ
と
に
な
る
。

プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
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チ
ー
ズ
発
売
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